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※3 第1学年で主科目または選択科目の公聴会に3回以上出席し、主科目担当教員にレポートを提

出する。主科目、選択科目の公聴会が3回以上ない場合には他の科目の公聴会に出席して、レ

ポートを提出してもよい。公聴会の単位は主科目の講義の中に含める。 

 

４ 授業の方法 

(1) 授業は、講義、演習及び実験実習の併用により行う。 

(2) 講義、演習及び実験実習には、当分の間、それぞれ次に掲げる場合も含むことができる。 

・ 講 義  学位公聴会の聴講、抄読会、臨床報告会、学術集談会、学会等の出席 

・ 演 習  抄読会における抄読担当、臨床報告会における報告担当、学術集談会・学会等にお

ける研究発表担当 

・ 実験実習  臨床検査、手術(見学を含む。) 、診療、現地調査、剖検(見学を含む。) その他こ

れらに類する行為 

 

［単位の計算方法］ 

講義は、15時間の講義で、1単位とする。 

演習は、30時間の演習で、1単位とする。 

実験実習は、45時間の実験実習で、1単位とする。 

 

５ 単位修得の認定 

履修した授業科目の単位修得の認定は、当該授業科目の担当教員が行い、学年末に学長に報告するも

のとする。（様式2） 

 

６ 研究指導 

① 学生は、学位論文にかかる研究及び論文作成等に当り、主科目の研究指導を担当する教員の指導

を受けるものとする。研究指導体制については個人カードにより届け出ること。(様式3)指導教

員は学年末に研究評価を行う。(様式4)学生は、2年修了時及び単位修了時に研究指導評価につい

てアンケートを提出する。(様式5) 

② 教育研究上有益と認められるときは、主科目を変更することができる。この場合において、主科

目の研究指導を担当する教員は、当該教員との協議を経て、学長に届け出なければならない。 

③ 学生は第3学年以降において、あらかじめ主科目の研究指導を担当する教員の指導を受けて研究

課題を学長に届け出るものとする。 

 

７ 中間評価の導入 

3年はじめに研究報告会を行い、形成的評価を受ける。 

 

８ 最終試験 

最終試験は、学位論文を中心として、主科目の研究指導を担当する教員が口頭又は筆記により行う。 

 

附 則 

この要項は、令和2年4月1日から施行する。 

 

 

(様式1) 
 

大学院医学研究科（博士課程）履修登録について 
 

  年  月  日 

 

奈良県立医科大学長 殿 

 

氏名              印 

 

   下記のとおり履修登録しますので、報告します。 
 

記 

 

 

 学年                 年 

 

 氏名 

  

 

 主科目名 

 番 号 単位数 科  目  名 備 考 

選択科目 

(講義・演習) 

 №    

 №    

 №    

 №    

 №    

 №    

 №    

 №    

主 科 目 研 究 

指導教員承認印 
  

 

※主科目以外の科目を選択する事 
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（様式６）   

医学研究セミナー受講票 

 
 

  

氏  名   

    

  
受   講   日 講          演 

講演開催教室

主任印 

1 平成  年  月  日   
  

2 平成  年  月  日   
  

3 平成  年  月  日   
  

4 平成  年  月  日   
  

5 平成  年  月  日   
  

6 平成  年  月  日   
  

7 平成  年  月  日   
  

8 平成  年  月  日   
  

9 平成  年  月  日   
  

1

0 
平成  年  月  日   

  

    

 
学生本人において保管し、 １０回の受講が修了すれば教育支援課へ提出してください。 

 

 

　○選択科目（16単位以上：講義2単位、演習2単位）

№ №
Ⅰ-１ 疫学 講義 Ⅲ-１ 循環器病態制御医学 講義
Ⅰ-２ 疫学 演習 Ⅲ-２ 循環器病態制御医学 演習
Ⅰ-３ 公衆衛生学 講義 Ⅲ-３ 腎臓病態制御医学 講義
Ⅰ-４ 公衆衛生学 演習 Ⅲ-４ 腎臓病態制御医学 演習
Ⅰ-５ 法医科学 講義 Ⅲ-５ 呼吸器・血液病態制御医学 講義
Ⅰ-６ 法医科学 演習 Ⅲ-６ 呼吸器・血液病態制御医学 演習
Ⅰ-７ MBT学 講義 Ⅲ-７ 消化器病態・代謝機能制御医学 講義
Ⅰ-８ MBT学 演習 Ⅲ-８ 消化器病態・代謝機能制御医学 演習
Ⅱ-１ 生体高分子学 講義 Ⅲ-９ 臨床神経筋病態学 講義
Ⅱ-２ 生体高分子学 演習 Ⅲ-10 臨床神経筋病態学 演習
Ⅱ-３ 分子・細胞動態学 講義 Ⅲ-11 消化器機能制御医学 講義
Ⅱ-４ 分子・細胞動態学 演習 Ⅲ-12 消化器機能制御医学 演習
Ⅱ-５ 相分離生物学 講義 Ⅲ-13 脳神経機能制御医学 講義
Ⅱ-６ 相分離生物学 演習 Ⅲ-14 脳神経機能制御医学 演習
Ⅱ-７ 分子生体構造科学 講義 Ⅲ-15 循環・呼吸機能制御医学 講義
Ⅱ-８ 分子生体構造科学 演習 Ⅲ-16 循環・呼吸機能制御医学 演習
Ⅱ-９ 機能形態学 講義 Ⅲ-17 運動器再建医学 講義
Ⅱ-10 機能形態学 演習 Ⅲ-18 運動器再建医学 演習
Ⅱ-11 脳神経生理学 講義 Ⅲ-19 スポーツ医科学 講義
Ⅱ-12 脳神経生理学 演習 Ⅲ-20 スポーツ医科学 演習
Ⅱ-13 生体機能制御機構学 講義 Ⅲ-21 女性生殖器病態制御医学 講義
Ⅱ-14 生体機能制御機構学 演習 Ⅲ-22 女性生殖器病態制御医学 演習
Ⅱ-15 分子医化学 講義 Ⅲ-23 視覚統合医学 講義
Ⅱ-16 分子医化学 演習 Ⅲ-24 視覚統合医学 演習
Ⅱ-17 生体防御・修復医学 講義 Ⅲ-25 発達・成育医学 講義
Ⅱ-18 生体防御・修復医学 演習 Ⅲ-26 発達・成育医学 演習
Ⅱ-19 微生物学 講義 Ⅲ-27 発生・発達医学 講義
Ⅱ-20 微生物学 演習 Ⅲ-28 発生・発達医学 演習
Ⅱ-21 免疫学 講義 Ⅲ-29 精神医学行動神経科学 講義
Ⅱ-22 免疫学 演習 Ⅲ-30 精神医学行動神経科学 演習
Ⅱ-23 情報伝達薬理学 講義 Ⅲ-31 皮膚病態医学 講義
Ⅱ-24 情報伝達薬理学 演習 Ⅲ-32 皮膚病態医学 演習
Ⅱ-25 分子腫瘍病理学 講義 Ⅲ-33 泌尿器病態機能制御医学 講義
Ⅱ-26 分子腫瘍病理学 演習 Ⅲ-34 泌尿器病態機能制御医学 演習
Ⅱ-27 発生・再生医学 講義 Ⅲ-35 耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医学 講義
Ⅱ-28 発生・再生医学 演習 Ⅲ-36 耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医学 演習
Ⅱ-29 血栓止血先端医学 講義 Ⅲ-37 画像診断・低侵襲治療学 講義
Ⅱ-30 血栓止血先端医学 演習 Ⅲ-38 画像診断・低侵襲治療学 演習
Ⅱ-31 HumanInfomatiX学 講義 Ⅲ-39 放射線腫瘍学 講義
Ⅱ-32 HumanInfomatiX学 演習 Ⅲ-40 放射線腫瘍学 演習
Ⅱ-33 応用医学・医療学 講義 Ⅲ-41 侵襲制御・生体管理医学 講義
Ⅱ-34 応用医学・医療学 演習 Ⅲ-42 侵襲制御・生体管理医学 演習
Ⅱ-35 循環器システム医科学 講義 Ⅲ-43 臨床神経モニター学 講義
Ⅱ-36 循環器システム医科学 演習 Ⅲ-44 臨床神経モニター学 演習

Ⅲ-45 総合臨床病態学 講義
Ⅲ-46 総合臨床病態学 演習
Ⅲ-47 口腔・顎顔面機能制御医学 講義
Ⅲ-48 口腔・顎顔面機能制御医学 演習
Ⅲ-49 救急病態制御医学 講義
Ⅲ-50 救急病態制御医学 演習
Ⅲ-51 病理診断学 講義
Ⅲ-52 病理診断学 演習
Ⅲ-53 リハビリテーション医学 講義
Ⅲ-54 リハビリテーション医学 演習
Ⅲ-55 臨床検査医学 講義
Ⅲ-56 臨床検査医学 演習
Ⅲ-57 血液・血流機能再建医学 講義
Ⅲ-58 血液・血流機能再建医学 演習
Ⅲ-59 感染病態制御医学 講義
Ⅲ-60 感染病態制御医学 演習
Ⅲ-61 糖尿病学 講義
Ⅲ-62 糖尿病学 演習
Ⅲ-63 先天性心疾患診断治療学・心臓形態学 講義
Ⅲ-64 先天性心疾患診断治療学・心臓形態学 演習
Ⅲ-65 臨床実証医学 講義
Ⅲ-66 臨床実証医学 演習
Ⅲ-67 先端画像下治療開発応用学 講義
Ⅲ-68 先端画像下治療開発応用学 演習
Ⅲ-69 陽子線腫瘍学 講義
Ⅲ-70 陽子線腫瘍学 演習
Ⅲ-71 医療センシング学 講義
Ⅲ-72 医療センシング学 演習

　○共通科目（1単位以上）

　○医学研究セミナー（1単位以上）

医の倫理学

研究遂行に関する法令①～③
研究遂行に関する実習
医療英語
複素数と医学
医の物理学

2020年度 科目一覧

科　　目　　名 科　　目　　名

社
会
・
保
健

・
健
康
医
学

生
体
情
報
・
防
御
医
学

器
官
機
能
・
病
態
制
御
医
学

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

専門科目区分 専門科目区分
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テ
　

　
ー

　
　

マ
担
　
当
　
者

開
　
催
　
場
　
所

１
０
：
２
０
～
１
１
：

０
０

学
長

講
話

学
長

大
会
議
室

１
１
：
０
０
～
１
１
：

１
５

大
学

院
医

学
研

究
科

の
概

要
研
究
部
長

大
会
議
室

１
１
：
１
５
～
１
２
：

０
０

文
献

検
索

な
ど

の
Ｉ

Ｔ
利

用
に

つ
い

て
附
属
図
書
館

大
会
議
室

１
３
：
０
０
～
１
４
：

０
０

臨
床

研
究

に
関

わ
る

倫
理

・
法

律
等

に
つ

い
て

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

大
会
議
室

１
４
：
１
０
～
１
５
：
０

０
　

A
班

１
５
：
１
０
～
１
６
：
０

０
　

B
班

１
６
：
１
０
～
１
７
：
０

０
　

C
班

Ｒ
Ｉ

実
験

施
設

の
概

要
と

使
用

上
の

注
意

R
I
実
験
施
設
 
准
教
授

総
合
研
究
棟
５
階

１
５
：
１
０
～
１
６
：
０

０
　

A
班

１
６
：
１
０
～
１
７
：
０

０
　

B
班

１
４
：
１
０
～
１
５
：
０

０
　

C
班

組
換

え
D
N
A
実

験
施

設
の

概
要

と
使

用
上

の
注

意
組
換
え
D
N
A
実
験
施
設

教
育
教
授

基
礎
医
学
棟
５
階
、
総
合
研
究
棟
４
階

１
６
：
１
０
～
１
７
：

０
０

　
A
班

１
４
：
１
０
～
１
５
：

０
０

　
B
班

１
５
：
１
０
～
１
６
：

０
０

　
C
班

動
物

実
験

施
設

の
概

要
と

使
用

上
の

注
意

（
バ

イ
オ

セ
イ

フ
テ

ィ
ー

、
感

染
動

物
を

含
む

）
動
物
実
験
施
設

教
育
教
授

総
合
研
究
棟
１
階

１
７
：
１
０
～
１
８
：

０
０

研
究

倫
理

に
つ

い
て

医
の
倫
理
審
査
委
員
長

大
会
議
室

4
月
3
0
日
(
木
)

１
８
：
０
０
～
１
９

：
３

０
治

験
に

つ
い

て
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

教
養
教
育
棟
３
階
第
４
講
義
室

2
0
2
0
年

度
 
大

学
院

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム

日
　
　
　
時

4
月
7
日
(
火
)

2
0
2
0
年

度
 
共

通
科

目
講

義
日

程

授
　

業
　

科
　

目
　

名
講
義
担
当
者

講
　
義
　
場
　
所

1
4
月
9
日
(
木
)

研
究

遂
行

に
関

す
る

法
令

①
（

カ
ル

タ
ヘ

ナ
法

）
杉
浦
教
育
教
授

教
養
教
育
棟
３
階
第
４
講
義
室

2
4
月
1
6
日
(
木
)

研
究

遂
行

に
関

す
る

法
令

②
（

R
I
規

制
法

）
菓
子
野
准
教
授

教
養
教
育
棟
３
階
第
４
講
義
室

3
4
月
2
3
日
(
木
)

研
究

遂
行

に
関

す
る

法
令

③
（

動
物

愛
護

法
等

）
久
保
教
育
教
授

教
養
教
育
棟
３
階
第
４
講
義
室

4
5
月
7
日
(
木
)

研
究

遂
行

に
関

す
る

実
習

（
緊

急
時

の
処

置
、

実
験

計
画

書
作

成
法

）
杉
浦
教
育
教
授

教
養
教
育
棟
３
階
第
４
講
義
室

5
5
月
1
4
日
(
木
)

医
療

英
語

B
o
l
s
t
a
d
教
授

教
養
教
育
棟
３
階
第
４
講
義
室

6
5
月
2
1
日
(
木
)

複
素

数
と

医
学

藤
本
(
圭
)
教
授

教
養
教
育
棟
３
階
第
４
講
義
室

7
5
月
2
8
日
(
木
)

医
の

物
理

学
藤
本
(
雅
)
教
育
教
授

教
養
教
育
棟
３
階
第
４
講
義
室

8
6
月
1
1
日
(
木
)

医
の

倫
理

学
池
邉
准
教
授

教
養
教
育
棟
３
階
第
４
講
義
室

1
8
：
0
0
～

1
9
：

3
0

日
　
　
　
　
　
時
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事
項

回
数

実
　
　
施
　
　
日

予
　
　
備
　
　
日

第
１
回

2
0
2
0
年
3
月
1
3
日
(
金
)

2
0
2
0
年
4
月
1
4
日
(
火
)

2
0
2
0
年
5
月
1
9
日

(
火
)

2
0
2
0
年
5
月
2
0
日
(
水
)

2
0
2
0
年
6
月
9
日
(
火
)

第
２
回

2
0
2
0
年
6
月
1
2
日
(
金
)

2
0
2
0
年
7
月
1
4
日
(
火
)

2
0
2
0
年
8
月
4
日

(
火
)

2
0
2
0
年
8
月
5
日
(
水
)

2
0
2
0
年
9
月
8
日
(
火
)

第
３
回

2
0
2
0
年
9
月
1
1
日
(
金
)

2
0
2
0
年
1
0
月
1
3
日
(
火
)

2
0
2
0
年
1
1
月
1
7
日

(
火
)

2
0
2
0
年
1
1
月
1
8
日
(
水
)

2
0
2
0
年
1
2
月
8
日
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Ⅰ 社会・保健・健康医学 

選択科目 №Ⅰ―１【疫学講義】 

担当教員 教授 佐伯圭吾  特任准教授 大林賢史 

実施時間 通年 木曜日 19:30～21:00 受入人数   ３人

実施場所 疫学・予防医学講座会議室 単位数  ２単位

一般教育目標 
疫学研究デザインを理解して、研究の質を正しく読み解くための基礎力をつける。 

個別行動目標 
１ それぞれの研究デザイン（生態学的研究、横断研究、症例対象研究、コホート研究、無作
為化比較試験、システマティックレビュー・メタ解析）の内容を理解できる。 

２ 研究デザインによる強みと限界点を指摘できる。 
３ サンプルサイズと検定結果の関係を理解できる。 
４ 交絡の制御方法を理解できる。 

 

選択科目 №Ⅰ―２【疫学演習】 

担当教員 教授 佐伯圭吾  特任准教授 大林賢史 

実施時間 通年 金曜日 18:00～19:30 受入人数   ３人

実施場所 疫学・予防医学講座会議室 単位数   ２単位

一般教育目標 
集団データの代表値や統計学的検定結果を吟味し、科学的議論を行うことができる。 

個別行動目標 
１ 集団データの特性を、代表値を算出して説明することができる。 
２ 基本的な統計学的検定法を理解し、分析に応用することができる。 
３ 臨床課題について、二次情報および一次情報を収集し、エビデンスレベルを理解できる。
４ 臨床課題解決にむけて、適切な研究デザインを選択し、臨床研究を立案できる。 

 

選択科目 №Ⅰ―３【公衆衛生学講義】 

担当教員 教授 今村知明  准教授 野田龍也  講師 岡本左和子  

実施時間 通年 水曜日 16：00～17：30 受入人数   ２人

実施場所 公衆衛生学講座 第６研究室 単位数  ２単位

一般教育目標 
１ 公衆衛生学の中でも特にＥＢＰＨ（evidence based public health）について基本的な概
念を獲得する。 

２ 医療政策や医療経済、医療経営について基本的な概念を獲得する。 
個別行動目標 
社会医学研究を通じて得られた科学的根拠をもとに、実際の国や自治体の健康政策の実施や医

療政策、経営に役立つような政策立案が出来る。 

 

選択科目 №Ⅰ―４【公衆衛生学演習】 

担当教員 教授 今村知明  准教授 野田龍也  講師 岡本左和子   

実施時間 通年 金曜日 16：00～18：00 受入人数   ２人

実施場所 公衆衛生学講座 第６研究室 単位数   ２単位

一般教育目標 
１ ＥＢＰＨ（evidence based public health）について基本的な技術を獲得する。 
２ 医療政策や医療経済、医療経営について基本的な技術を獲得する。 

個別行動目標 
社会医学研究を通じて得られた科学的根拠をもとに、実際の国や自治体の健康政策の実施や医

療政策、経営に役立つような政策立案が出来る。 
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選択科目 №Ⅰ―５【法医科学講義】 

担当教員 教授 粕田承吾   

実施時間 通年 木曜日 18：00～19：00 受入人数   ３人

実施場所 法医科学教室図書室 単位数  ２単位

１ 異状死体の検案の方法を修得するために死体現象、損傷の見方などについて理解する。 

２ 医療過誤についての認識を深めるため、医師の法的義務など法的背景を理解する。 

３ 死亡後に発生する法的諸問題に対して、正しい死亡診断書（死体検案書）の作成ができなけ

ればならないことを理解する。 

４ 死後経過時間や死因の推定が正しく行えるために、検案時に必要な検査や所見について理解

する。 

 

選択科目 №Ⅰ―６【法医科学演習】 

担当教員 教授 粕田承吾   

実施時間 通年 月曜日 10：00～12：00 受入人数   ３人

実施場所 法医科学第 2研究室及び法医解剖室 単位数   ２単位

１ 事例をもとに死因や死後経過時間の推定根拠を説明する。 

２ 事例をもとに死亡診断書（死体検案書）を作成する。 

３ ライドや画像により損傷所見を説明する。 

４ 系統的な死体検案を行い、的確な死体所見のとり方を修得する。  

 

選択科目 №Ⅰ―７ 【MBT 学講義】 

担当教員 研究教授 梅田智広  

実施時間 通年 火曜日 10:00～11:30    受入人数 ２人

実施場所 基礎医学棟５階 MBT 研究所 単位数  ２単位

現在、我が国における健康への関心は高まっており、医療に対する要望も多様化している。そ

んな中、医療に限定せずより広い視野で医学を生かす研究が強く求められている。MBT

（Medicine-Based Town）とは、（新しく作る、または既存の）「まち」に、医科大学や医師等

が持つ医学の知識・叡智（MBE）を注ぎ込み、付加価値の高いまち「MBT」を差す。これまで医師

は、医学の知識を患者 1 人 1 人に対して用いてきたが、医師の持つ医学の知識は膨大であり、こ

の知識や経験をものづくり、まちづくりに生かし、新産業創生、地方創生を目指す。産業が異な

れば用いられる技術はもちろん、技術に対する考え方も異なる。医学を基礎としたまちづくりに

おいて、必要なハード・ソフト・運営の全てに、当事者とし関与し国際的にも一線で活躍出来る

人材となるよう、各専門家との連携を通じ、医療健康領域における社会背景、関連技術を学ぶ。

そして、MBT およびその目指す方向性への理解を深め、その基盤となる医学、科学の深みや広が

りを認識する。 

 

選択科目 №Ⅰ―８ 【MBT 学演習】 

担当教員 研究教授 梅田智広  

実施時間 通年 火曜日 10:00～11:30    受入人数 ２人

実施場所 基礎医学棟５階 MBT 研究所 単位数   ２単位

MBT は医学的エビデンスに基づき構築される。それには「医学」を基礎として「都市計画」

「建築環境」「情報工学（ICT）」など様々な分野との融合、データの蓄積のための仕組み作り

が必要となる。また、その推進には医学、技術のみならず、企業人との連携も求められ、経営に

関する基本的な知識とものの見方・考え方を学ぶ必要がある。演習では医学健康領域の知識・技

術をベースにしたマネジメント全体を学び、MBT を実践していくために、自らテーマを定め、課

題解決、サービス化について当事者らとの議論し MBT とは何か、学ぶ。研究においては、積極的

に学術集会などへ参加および研究成果発表を行い、世界の動き、トレンドを知る、専門性を高め

る。 

 

Ⅱ 生体情報・防御医学 

選択科目 №Ⅱ―１【生体高分子学講義】 

担当教員 教授 酒井宏水 准教授 山本惠三 
実施時間 通年 木曜日 16:00～18:00 受入人数    ２人
実施場所 化学研究室 単位数  ２単位
生体を構成するタンパク質、糖質、核酸など巨大分子成分は、生体高分子(Biomacromolecule, 

Biopolymer)に分類される。また、脂質分子が疎水性相互作用によって自発的に集合形成する分
子集合体(Molecular Assembly)も高分子としての性質を呈する。他方、医療器具、人工臓器、再
生医療、医薬品(ドラッグデリバリーシステム）には生体適合性材料として生体高分子およびそ
の修飾体、或は合成高分子が用いられている。本講義では、バイオ・医療に深く関わっているこ
れら「高分子」の構造、物理化学的特性と機能について概説したい。(実例)ミオグロビンとヘモ
グロビンは結晶構造解析された最初のタンパク質である。ヘモグロビンは、酸素の結合に連動し
て４次構造が変化する(アロステリック効果）。脂質分子から形成されるリポソームは、単に生
体膜モデルとしてのみならず、各種薬剤の運搬体に広く用いられている。精製ヘモグロビンを化
学的に修飾したり、リポソームに内包することにより、酸素を運搬する人工赤血球を調製でき
る。 

 

選択科目 №Ⅱ―２【生体高分子学演習】 

担当教員 教授 酒井宏水 准教授 山本惠三 
実施時間 通年 木曜日 16:00～18:00 受入人数 ２人
実施場所 化学研究室 単位数   ２単位
生体高分子（タンパク質：ヘムタンパク質）の精製法と化学修飾法、リポソームなどマイク

ロ・ナノカプセルの調製法、これらの物理化学的計測法、機能評価法について学ぶ。ドラッグデ
リバリーシステム、プロテインドラッグ、人工血液、輸血代替、再生医療に用いられる医用材
料、およびその生体内機能・安全性評価について、国際学術誌に掲載された最新の論文の抄読会
を行い、理解を深める。下記特別研究に関連する学術集談会・学会等の聴講、研究発表を行う。
 
赤血球およびヘモグロビンが酸素や一酸化炭素を結合・解離することによる可視吸収スペクト

ルの変化、ヘモグロビンの酸化（メト化）と還元、ヘモグロビンを内包した人工赤血球の調製と
物理化学的特性の計測を実際に行う。また、小動物の各種疾患モデル（出血性ショック、虚血、
臓器灌流モデルなど）を用い、適宜改良を加えた人工赤血球の血管内投与実験を行い、酸素輸送
効果、生体適合性の評価を行う。また、ヘモグロビン以外の機能性高分子についての製剤化手段
も検討する。これらの研究を通し、バイオマテリアルの医療への応用に関する一連の研究手順に
ついて修得する。 

 

選択科目 №Ⅱ―３【分子・細胞動態学講義】 

担当教員 教授 永渕昭良 
実施時間 通年 木曜日 16:00～17:00 受入人数 約５人
実施場所 生物学教授室 単位数  ２単位
一般教育目標 
生命現象を分子のレベルで理解することを目標としている。特に、多細胞動物の形作りにおい

てどのように細胞がお互いを認識し、接着しているのか、最終的にそれらがどのように統合され
て、個体を構築できるのかを理解する。 
個別行動目標 
１ 細胞がお互いを認識し、接着している分子機構について説明できる。 
２ 細胞の接着が細胞の形や極性・増殖に及ぼす影響について説明できる。 
３ 細胞接着の破綻とがん細胞の特性について説明できる。 

 

選択科目 №Ⅱ―４【分子・細胞動態学演習】 

担当教員 教授 永渕昭良 
実施時間 通年 木曜日 17:00～18:00 受入人数 約５人
実施場所 生物学教授室 単位数   ２単位
一般教育目標 
細胞間接着の分子機構の最先端の話題を切り口として、発生・がんなど高次生命現象を分子細

胞レベルで理解する能力を養う。 
個別行動目標 
１ 論文抄読により、科学論文の論理展開の基本を身につける。 
２ 細胞間接着機構の最新の話題について、その重要性を理解する。 
３ 発生やがんにおける細胞間接着機構の関与を理解する。 
４ 解明するべき問題点を見つけるために必要な文献検索能力を身につける。 
５ 論文内容及び研究データを適切に発表する能力を身につける。 
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選択科目 №Ⅱ―５【相分離生物学講義】 
担当教員 准教授 森英一朗 

実施時間 通年 木曜日 9：00～10：30 受入人数 ２人

実施場所 未来基礎医学・教員室及び第１研究室 単位数  ２単位

一般教育目標 

生物学的相分離から生命現象を理解できるようになる。 

個別行動目標 

学位公聴会の聴講、抄読会、学会等の出席等により、 

１ 生体分子による自己集合の仕組みを理解する。 

２ 生命誕生の仕組みを生物学的相分離で理解する。 

３ 生物の進化を生物学的相分離で理解する。 

 

選択科目 №Ⅱ―６【相分離生物学演習】 

担当教員 准教授 森英一朗 

実施時間 通年 木曜日 16：30～18：00 受入人数   ２人

実施場所 未来基礎医学・教員室及び第１研究室 単位数   ２単位

一般教育目標 

生物学的相分離から生命現象を説明できるようになる。 

個別行動目標 

抄読会における抄読担当、学会等における研究発表等を通じ、 

１ 相分離生物学的な実験手法の概要（目的、方法、限界等）を説明できる。 

２ 生物学的相分離を客観的に評価・説明できる。 

３ 得られた実験結果から相分離生物学的な考察ができる。 

 

選択科目 №Ⅱ―７【分子生体構造科学講義】 

担当教員 教授 西真弓 

実施時間 通年 火曜日 9：00〜10：00 受入人数     ４人

実施場所 第一解剖学教室 図書室 単位数   ２単位

一般教育目標 

ストレス応答のメカニズムについて、その機構解明に必要な知識と研究方法を、中枢神経系を

中心に分子レベルから行動レベルまで習得する。 

個別行動目標 

１ ストレスホルモンとその受容体について理解する。 

２ ストレス応答に関わる神経回路について理解する。 

３ 脳の性差について理解する。 

 

選択科目 No.Ⅱ－８【分子生体構造科学演習】 

担当教員 教授 西真弓 

実施時間 通年 火曜日 10：00〜11：00 受入人数    ４人

実施場所 第一解剖学教室 図書室／研究室 単位数  ２単位

一般教育目標 

論文紹介を中心としたセミナー形式の指導により、神経科学一般について理解を深め、最新の

科学的知見を習得する。 

個別行動目標 

１ 研究論文を読み、その学術的背景、研究目的、実験材料と方法、実験結果及び関連する議

論について的確に解析、評価し、プレゼンテーションする能力を習得する。 

２ 提起された問題解明に必要な文献を系統的に検索・分析する能力を習得する。 

３ 研究データを適切にプレゼンテーションする能力を習得する。 

 

選択科目 №Ⅱ―９【機能形態学講義】 

担当教員 教授 和中明生 

実施時間 通年 金曜日 9：30－11：00 受入人数 ５人

実施場所 第二解剖学図書室 単位数  ２単位

一般教育目標 

神経系細胞の様々なストレス応答の分子メカニズムを理解する。 

個別行動目標 

１ 組織における遺伝子発現の検出法を説明できる。 

２ 神経系の損傷、ストレスの種類、動物モデルを概説できる。 

３ 培養細胞への遺伝子導入、トランスジェニックマウス、ノックアウトマウスなどを用いた

実験研究について説明できる。 

 

選択科目 №Ⅱ―10【機能形態学演習】 

担当教員 教授 和中明生 

実施時間 通年 金曜日 16：00－18：00 受入人数 ５人

施場所 第二解剖学 第 3研究室 単位数   ２単位

一般教育目標 

神経系細胞のストレス応答を遺伝子、蛋白レベルで解析する。 

個別行動目標 

１ 損傷、虚血の動物モデルを作成することが出来る。 

２ 組織、細胞から遺伝子、蛋白を抽出し、電気泳動等で展開することが出来る。 

３ 組織、細胞における遺伝子、蛋白発現を免疫組織化学、In situ hybridization 法を用い

て可視化することが出来る。 

４ 培養細胞に外来遺伝子を導入することが出来る。 

 

選択科目 №Ⅱ―11【脳神経生理学講義】 

担当教員 教授 齋藤康彦  准教授 豊田ふみよ  

実施時間 通年 金曜日 9:00～11:00 受入人数   ２人

実施場所 第一生理学教室図書室 単位数  ２単位

一般教育目標 

中枢神経系のシナプス伝達機構を理解するとともに、眼球運動や生殖行動について理解する。

個別行動目標 

１ シナプス伝達の機能的意義について説明できる。 

２ 眼球運動や生殖行動の発現機構を説明できる。 

 

選択科目 №Ⅱ―12【脳神経生理学演習】 

担当教員 教授 齋藤康彦  准教授 豊田ふみよ  

実施時間 通年 月曜日 10:00～12:00 受入人数   ２人

実施場所 第一生理学教室図書室 単位数   ２単位

一般教育目標 

神経生理学分野の論文を精読し、適切に評価する。 

個別行動目標 

１ 神経科学の基礎となる古典的な重要論文を正確に理解し、説明できる。 

２ 眼球運動や生殖行動に関する最新論文を理解し、自身の研究と関係づけて説明できる。 
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Ⅲ 器官機能・病態制御医学 

 

選択科目 №Ⅲ―１【循環器病態制御医学講義】 

担当教員 教授 斎藤能彦         

実施時間 通年 月曜日 19:00～ 、水曜日 18:00～  受入人数   ３人

実施場所 循環器内科医局 単位数  ２単位

・ 循環器疾患の臨床研究・基礎研究を進めるにあたっての手引き 

・ 現在のトピックスの講義 

・ 各教官が月一回は各々の研究分野についての最新の進歩を講義する。 

 

選択科目 №Ⅲ―２【循環器病態制御医学演習】 

担当教員 教授 斎藤能彦 

実施時間 通年 月曜日 20:00～ 受入人数 ３人

実施場所 循環器内科医局 単位数   ２単位

臨床研究・基盤研究のプログレスを大学院生が発表し、実験データの解釈、計画の建て方、進

め方について、最新の論文等を参考にしながら検討する。 

 

選択科目 №Ⅲ―３【腎臓病態制御医学講義】 

担当教員 教授 鶴屋和彦 

実施時間 通年 月曜日 19:00～21:00 受入人数   ３人

実施場所 腎臓内科医局 単位数  ２単位

一般教育目標 

腎臓病および腎臓病に伴う合併症の病態について理解を深める。 

個別行動目標 

１ 急性腎障害の病態、診断、治療を理解する。 

２ 慢性腎臓病の病態、診断、治療を理解する。 

３ 腎生検病理診断の基本を習得する。 

４ 慢性腎臓病の合併症（貧血・骨ミネラル代謝異常・心不全）の病態と治療を理解する。 

 

選択科目 №Ⅲ―４【腎臓病態制御医学演習】 

担当教員 教授 鶴屋和彦 

実施時間 通年 水曜日 19:00～21:00 受入人数 ３人

実施場所 腎臓内科医局 単位数   ２単位

一般教育目標 

腎臓病および腎臓病に伴う合併症の機序を解明する。 

個別行動目標 

１ 腎臓病に関する最新の知見を学習する。 

２ 臨床研究データの解析法を習得し、実践する。 

３ 基礎実験（培養実験、動物実験）の基本を習得し、実践する。 

 
 

選択科目 №Ⅲ―５【呼吸器・血液病態制御医学講義】 
担当教員 教授 室繁郎  

実施時間 通年 木曜日又は金曜日 ①16：00～18：00、②18:00～20:00 受入人数   ７人

実施場所 ①呼吸器内科医局 ②臨床大会議室 単位数  ２単位

剖検症例検討報告会① 呼吸器セミナー② 
一般教育目標 

臨床症例の病理学的検討を行うことによって、疾病の病態を理解する。① 

呼吸器疾患領域の臨床的、基礎的なトピックスを交えた講演を受けることにより理解を深める。②

個別行動目標 
全身臓器の病理学的変化を理解する。肺癌の病理組織、伸展形式について理解する。① 
炎症性肺疾患、COPD、肺循環障害の病理組織変化を理解する。① 
血液悪性腫瘍の細胞診、病理組織を理解する。① 
呼吸器疾患領域の臨床について最新の知識を理解する。② 
呼吸器疾患領域の基礎的研究について最新の知識を理解する。② 

 
選択科目 №Ⅲ―６【呼吸器・血液病態制御医学演習】 
担当教員 教授 室繁郎  

実施時間 通年 月曜日 17：00～19：00、火曜日 17：00～18：00 受入人数 ７人

実施場所 呼吸器内科医局 単位数   ２単位

臨床カンファレンス（１） 
一般教育目標 
臨床症例の検討を通して、内科診断・治療の体系的な知識を得る。 

個別行動目標 
 呼吸器、血液疾患患者の診断・治療方針についての検討に参加できる知識を習得する。 
 胸部を中心とする画像診断を習得する。 

 

選択科目 №Ⅲ―７【消化器病態・代謝機能制御医学講義】 

担当教員 教授 吉治仁志  病院教授 山尾純一 

実施時間 通年 月曜日 17:00〜19:00 受入人数    ５人

実施場所 消化器内科医局 単位数  ２単位

一般教育目標 

消化器疾患の病態を深く理解し、EVM を実践するための基礎知識を得る。 

個別行動目標 

１ 代表的な肝疾患の病態を理解する。 

２ 肝と他臓器相関について理解する。 

３ 消化管疾患の病態を理解する。 

４ 消化器癌の病態と治療の現状、将来を理解する。 

 

選択科目 №Ⅲ―８【消化器病態・代謝機能制御医学演習】 

担当教員 教授 吉治仁志  

実施時間 通年 木曜日  17:00～19:00 受入人数    ５人

実施場所 消化器内科医局 単位数   ２単位

一般教育目標 
肝病態を幅広く理解し、肝疾患の診断に習熟するために、肝機能検査の読み方、肝組織像のみ

かたを学習する。 
個別行動目標 
１ 肝機能検査の読み方を理解する。 
２ 代表的な肝疾患の原因診断、機能診断、組織診断を理解し、鑑別能を体得する。 
３ 代表的な肝疾患の臨床経過、予後を理解する。 
４ 代表的な肝疾患の臨床経過に即した治療法を理解する。 
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選択科目 №Ⅲ―33【泌尿器機能制御医学講義】 

担当教員 教授 藤本清秀     

実施時間 通年 月曜日 18:00～21:00 受入人数   ３人

実施場所 泌尿器科医局 単位数  ２単位

一般教育目標 

泌尿器科疾患の診療の最新知見を修得し､症例検討会に提示される症例を通じて問題点を理解

する。 

個別行動目標 

・ 泌尿器癌の病態と治療法を修得し、最新の治療と進行癌に対するペプチド療法を理解す

る。 

・ 排尿機構異常の病態と治療法を修得し、最新の無拘束診断法の特性を理解する。 

・ 血液浄化療法・腎移植の最新知見を修得し、慢性腎不全の診療を理解する。 

 

選択科目 №Ⅲ―34【泌尿器機能制御医学演習】 

担当教員 教授 藤本清秀    

実施時間 通年 火・木曜日 8:00～15:00 受入人数 ３人

実施場所 泌尿器科研究室、手術室 単位数   ２単位

一般教育目標 

泌尿器科領域疾患の手術、排尿機能検査法を習得する。 

個別行動目標 

・ 泌尿器科内視鏡検査法・手術法ならびに排尿機能検査法を習得する。 

・ 泌尿器科領域疾患の手術を習得する。 

・ 血液浄化療法の手技、腎移植患者の管理法を習得する。 

 

選択科目 №Ⅲ―35【耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医学講義】 

担当教員 教授 北原糺  病院教授 山中敏彰 

実施時間 通年 火曜日 18:00～20:00  受入人数   ２人

実施場所 耳鼻咽喉科医局 単位数  ２単位

一般教育目標 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学領域の最新知見を習得し、その問題点を理解する。 

個別行動目標 

・ 難聴の診断・治療についての最新の知見を理解し、超音波補聴システムの開発など最先端

の研究にふれる。 

・ 頭頸部癌の発癌とその制御法について、シャペロン治療などの最新の知見を考える。 

・ めまい・平衡障害発症の要因を理解し、その治療法の最前線に接する。 

 

選択科目 №Ⅲ―36【耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医学演習】 

担当教員 教授 北原糺  病院教授 山中敏彰 

実施時間 火・木曜日 9:00～12:00,  13:00～16:00 受入人数 ２人

実施場所 耳鼻咽喉科検査室 手術室 単位数   ２単位

一般教育目標 

 耳鼻咽喉・頭頸部外科手術、感覚器医学的検査を習得する。 

個別行動目標 

・ 聴覚、平衡覚、味覚、嗅覚に関する検査を習得する。 

・ 耳科手術、鼻科手術、咽喉頭手術、頭頸部手術を習得する。 

・ マイクロサージェリーを習得する。 

・ 内視鏡検査を習得する。 

選択科目 №Ⅲ―37【画像診断学・低侵襲治療学講義】 

担当教員 教授 吉川公彦  准教授 田中利洋 

実施時間 通年 第１、第３ 火曜日 19:00～20:00 受入人数   ５人

実施場所 中放部カンファレンスルーム８番 単位数  ２単位

症例検討会・抄読会 

・ 画像診断と IVR の基礎を理解するとともに、最近の知見を得る。 

・ 画像診断の適応を理解し、基本的な読影ができる。 

・ 画像診断・IVR に関する最近の動向を把握できる。 

 

選択科目 №Ⅲ―38【画像診断学・低侵襲治療学演習】 

担当教員 教授 吉川公彦  准教授 田中利洋 

実施時間 通年 月金 8:00～8:50 受入人数 ５人

実施場所 中放部カンファレンスルーム８番・中放部血管造影室 単位数   ２単位

デイリーカンファレンス・術前カンファレンス 

・ 画像診断と IVR の基礎的知識を修得し、理解を深める。 

・ 各種画像診断法の診断的役割を理解し、基本的な読影ができる。 

・ IVR の方法および副作用を理解し、病態に適した IVR の方法を選択することができる。 

・ IVR 前後の患者の病態を把握し、基本的な処置が行える。 

 

選択科目 №Ⅲ―39【放射線腫瘍学講義】 

担当教員 教授 長谷川正俊 

実施時間 通年 火曜日 20:00～21:00 受入人数    ４人

実施場所 放射線腫瘍医学医局 単位数  ２単位

一般教育目標 

腫瘍学全般および放射線腫瘍学の概要について、特に放射線生物学、放射線物理学等の基礎医

学的内容、および臨床腫瘍学、放射線治療学等の臨床的内容の理解を深め、修得する。 

個別行動目標 

１ 腫瘍全般の分類、病理学、分子生物学の概要を理解する。 

２ 放射線生物学、放射線物理学の基礎を理解し、修得する。 

３ 臨床腫瘍学、癌治療学の概要を理解し、修得する。 

４ 放射線腫瘍学の概要、標準治療、先端治療について理解し、修得する。 

 

選択科目 №Ⅲ―40【放射線腫瘍学演習】 

担当教員 教授 長谷川正俊 

実施時間 通年 水・金曜日 8:00～9:00 受入人数 ４人

実施場所 放射線治療室 単位数   ２単位

一般教育目標 

放射線腫瘍学の実際について、特に放射線生物学、放射線物理学、放射線治療学、臨床腫瘍学

等についての理解を深め、放射線治療の原則、放射線治療計画等の演習をおこない、修得する。

個別行動目標 

１ 臨床腫瘍学における放射線腫瘍学の位置づけと放射線治療の適応について修得する。 

２ 放射線治療の原則と治療可能比について修得する。 

３ 放射線治療技術と治療計画の実際について演習をおこない、修得する。 

４ 放射線腫瘍学の進歩と新しい治療法への取り組みについて演習をおこない、修得する。 
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選択科目 №Ⅲ―33【泌尿器機能制御医学講義】 

担当教員 教授 藤本清秀     

実施時間 通年 月曜日 18:00～21:00 受入人数   ３人

実施場所 泌尿器科医局 単位数  ２単位

一般教育目標 

泌尿器科疾患の診療の最新知見を修得し､症例検討会に提示される症例を通じて問題点を理解

する。 

個別行動目標 

・ 泌尿器癌の病態と治療法を修得し、最新の治療と進行癌に対するペプチド療法を理解す

る。 

・ 排尿機構異常の病態と治療法を修得し、最新の無拘束診断法の特性を理解する。 

・ 血液浄化療法・腎移植の最新知見を修得し、慢性腎不全の診療を理解する。 

 

選択科目 №Ⅲ―34【泌尿器機能制御医学演習】 

担当教員 教授 藤本清秀    

実施時間 通年 火・木曜日 8:00～15:00 受入人数 ３人

実施場所 泌尿器科研究室、手術室 単位数   ２単位

一般教育目標 

泌尿器科領域疾患の手術、排尿機能検査法を習得する。 

個別行動目標 

・ 泌尿器科内視鏡検査法・手術法ならびに排尿機能検査法を習得する。 

・ 泌尿器科領域疾患の手術を習得する。 

・ 血液浄化療法の手技、腎移植患者の管理法を習得する。 

 

選択科目 №Ⅲ―35【耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医学講義】 

担当教員 教授 北原糺  病院教授 山中敏彰 

実施時間 通年 火曜日 18:00～20:00  受入人数   ２人

実施場所 耳鼻咽喉科医局 単位数  ２単位

一般教育目標 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学領域の最新知見を習得し、その問題点を理解する。 

個別行動目標 

・ 難聴の診断・治療についての最新の知見を理解し、超音波補聴システムの開発など最先端

の研究にふれる。 

・ 頭頸部癌の発癌とその制御法について、シャペロン治療などの最新の知見を考える。 

・ めまい・平衡障害発症の要因を理解し、その治療法の最前線に接する。 

 

選択科目 №Ⅲ―36【耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医学演習】 

担当教員 教授 北原糺  病院教授 山中敏彰 

実施時間 火・木曜日 9:00～12:00,  13:00～16:00 受入人数 ２人

実施場所 耳鼻咽喉科検査室 手術室 単位数   ２単位

一般教育目標 

 耳鼻咽喉・頭頸部外科手術、感覚器医学的検査を習得する。 

個別行動目標 

・ 聴覚、平衡覚、味覚、嗅覚に関する検査を習得する。 

・ 耳科手術、鼻科手術、咽喉頭手術、頭頸部手術を習得する。 

・ マイクロサージェリーを習得する。 

・ 内視鏡検査を習得する。 

選択科目 №Ⅲ―37【画像診断学・低侵襲治療学講義】 

担当教員 教授 吉川公彦  准教授 田中利洋 

実施時間 通年 第１、第３ 火曜日 19:00～20:00 受入人数   ５人

実施場所 中放部カンファレンスルーム８番 単位数  ２単位

症例検討会・抄読会 

・ 画像診断と IVR の基礎を理解するとともに、最近の知見を得る。 

・ 画像診断の適応を理解し、基本的な読影ができる。 

・ 画像診断・IVR に関する最近の動向を把握できる。 

 

選択科目 №Ⅲ―38【画像診断学・低侵襲治療学演習】 

担当教員 教授 吉川公彦  准教授 田中利洋 

実施時間 通年 月金 8:00～8:50 受入人数 ５人

実施場所 中放部カンファレンスルーム８番・中放部血管造影室 単位数   ２単位

デイリーカンファレンス・術前カンファレンス 

・ 画像診断と IVR の基礎的知識を修得し、理解を深める。 

・ 各種画像診断法の診断的役割を理解し、基本的な読影ができる。 

・ IVR の方法および副作用を理解し、病態に適した IVR の方法を選択することができる。 

・ IVR 前後の患者の病態を把握し、基本的な処置が行える。 

 

選択科目 №Ⅲ―39【放射線腫瘍学講義】 

担当教員 教授 長谷川正俊 

実施時間 通年 火曜日 20:00～21:00 受入人数    ４人

実施場所 放射線腫瘍医学医局 単位数  ２単位

一般教育目標 

腫瘍学全般および放射線腫瘍学の概要について、特に放射線生物学、放射線物理学等の基礎医

学的内容、および臨床腫瘍学、放射線治療学等の臨床的内容の理解を深め、修得する。 

個別行動目標 

１ 腫瘍全般の分類、病理学、分子生物学の概要を理解する。 

２ 放射線生物学、放射線物理学の基礎を理解し、修得する。 

３ 臨床腫瘍学、癌治療学の概要を理解し、修得する。 

４ 放射線腫瘍学の概要、標準治療、先端治療について理解し、修得する。 

 

選択科目 №Ⅲ―40【放射線腫瘍学演習】 

担当教員 教授 長谷川正俊 

実施時間 通年 水・金曜日 8:00～9:00 受入人数 ４人

実施場所 放射線治療室 単位数   ２単位

一般教育目標 

放射線腫瘍学の実際について、特に放射線生物学、放射線物理学、放射線治療学、臨床腫瘍学

等についての理解を深め、放射線治療の原則、放射線治療計画等の演習をおこない、修得する。

個別行動目標 

１ 臨床腫瘍学における放射線腫瘍学の位置づけと放射線治療の適応について修得する。 

２ 放射線治療の原則と治療可能比について修得する。 

３ 放射線治療技術と治療計画の実際について演習をおこない、修得する。 

４ 放射線腫瘍学の進歩と新しい治療法への取り組みについて演習をおこない、修得する。 
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選択科目 №Ⅲ―65【臨床実証医学講義】 

担当教員 教授 笠原正登  講師 笠間周 

実施時間 通年 月曜 9:30～12:00      受入人数    ２人

実施場所 臨床研究センター 単位数  ２単位

一般教育目標 

臨床研究における基礎的知識と方法論を学ぶ 

個別行動目標 

１ 臨床研究立案における基本的知識を身につける 

２ 臨床研究実施体制構築の知識を身につける 

３ 臨床試験の結果報告の知識を身につける 

 

選択科目 №Ⅲ―66【臨床実証医学演習】 

担当教員 教授 笠原正登  講師 笠間周 

実施時間 通年 月曜 13:00～17:00     受入人数    ２人

実施場所 臨床研究センター 単位数  ２単位

一般教育目標 

臨床研究における基礎的知識と方法論を学ぶ 

個別行動目標 

１ 臨床研究支援を目的にしたマネジメント能力の修得 

２ 臨床研究体制におけるＧＣＰの理解 

３ エビデンス構築のノウハウを確立 

 

選択科目 №Ⅲ―67【先端画像下治療開発応用学講義】 

担当教員 招聘教授 穴井洋  教授 吉川公彦 

実施時間 通年 金曜日 18 時～ 受入人数 ２人

実施場所 市立奈良病院 IVR 研究センター  単位数  ２単位

画像診断を用いた低侵襲治療である画像下治療（Interventional Radiology、IVR）の最近の

知見について学習する。（学会参加など含む） 

 

選択科目 №Ⅲ―68【先端画像下治療開発応用学演習】 

担当教員 招聘教授 穴井洋  教授 吉川公彦 

実施時間 通年 金曜日 18 時～ 受入人数 ２人

実施場所 市立奈良病院 IVR 研究センター  単位数   ２単位

画像診断を用いた低侵襲治療である画像下治療（Interventional Radiology、IVR）の実際の

手技や術前の治療計画立案、術後治療評価について実行性妥当性を検証する。そのうえで新規方

法を模索する。 

 

選択科目 №Ⅲ―69【陽子線腫瘍学講義】 

担当教員 招聘教授 村均 

実施時間 通年 水曜日 17:30～18:30 受入人数 ２人  

実施場所 高清会陽子線治療センター 治療計画室 単位数  ２単位

一般教育目標 

腫瘍学全般および放射線腫瘍学の概要について、特に陽子線の放射線生物学、放射線物理学等

の基礎医学的内容、臨床腫瘍学、放射線治療学等の臨床的内容の理解を深め、修得する。 

個別行動目標 

１ 腫瘍全般の分類、病理学、分子生物学の概要を理解する。 

２ 放射線生物学、放射線物理学の基礎を理解し、修得する。 

３ 臨床腫瘍学、癌治療学の概要を理解し、修得する。 

４ 放射線腫瘍学の概要、標準治療、先端治療について理解し、修得する。 

５ 陽子線の X線との違いを、放射線物理学、放射線生物学の面から理解し、修得する。 

 

選択科目 №Ⅲ―70【陽子線腫瘍学演習】 

担当教員 招聘教授 村均 

実施時間 通年 水曜日 18:30～19:30 受入人数 ２人 

実施場所 高清会陽子線治療センター 治療計画室 単位数   ２単位

一般教育目標 

放射線腫瘍学の実際について、特に陽子線の放射線生物学、放射線物理学、放射線治療学、臨

床腫瘍学等についての理解を深め、放射線治療の原則、放射線治療計画等の演習をおこない、修

得する。 

個別行動目標 

１ 臨床腫瘍学における放射線腫瘍学の位置づけと放射線治療の適応について修得する。 

２ 放射線治療の原則と治療可能比について修得する。 

３ 陽子線治療技術と治療計画の実際について演習をおこない、X 線での治療との違いなどを

修得する。 

４ 放射線腫瘍学の進歩と新しい治療法への取り組みについて演習をおこない、修得する。 

 

選択科目 №Ⅲ―71【医療センシング学講義】 

担当教員 招聘教授 山本貢平  招聘准教授 児玉秀和 

実施時間 通年 平日 9:00～11:45/13:00～17:00 受入人数 １人

実施場所 （一財）小林理学研究所 圧電物性デバイス研究室 単位数  ２単位

難聴者にとって補聴器は必要不可欠である。本講座ではさまざまな種類の補聴器について、気

導音、骨伝導音、軟骨伝導といった聴覚の機構について理解を深める。さらに、補聴器の問題

点、要求される性能、IOT を活用した生体信号のセンシング等、新たな付加機能とその実現方法

について最近の研究成果の動向をレビューする。  

 

選択科目 №Ⅲ―72【医療センシング学演習】 

担当教員 招聘教授 山本貢平  招聘准教授 児玉秀和 

実施時間 通年 平日 9:00～11:45/13:00～17:00 受入人数 １人

実施場所 （一財）小林理学研究所 圧電物性デバイス研究室 単位数   ２単位

１ 補聴器の種類、構造、特性、問題点等の実験検証 

２ 骨伝導、軟骨伝導および気導音の機構と各種補聴器の評価方法 

３ 補聴器と電気音響変換器を組み合わせた生体信号検出と応用演習 
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